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 要  旨 
近年 SNS や blog，ソーシャルブックマークなどの Web2.0 と呼ばれるサービスの普及に伴い，
e ラーニングを始めとした Web における学習環境も，ユーザによる学習内容の公開や他者とのコ
ミュニケーションを想定したものへと変化している．本研究では，探求学習を“Web 上で個々の
学習者が自身の目的や興味に基づいて検索を行い知識を構築する学習”と定義する．探求学習で
は，学習者個人で学習の進度や難易度を調節できるため，学習者個々への高い適応が期待される．
しかし，情報の収集，知識の整理や関係づけなどの学習行為を全て自身で行う必要があるため学
習者への負担が大きい．特に，学習後の知識の整理や関係づけを自身で適切に行うことは容易で
はなく，しばしば必要な学習項目を見落としたり，目標達成のための見通しを立てられなくなる
といった問題が生じる．本研究では提案システムによって探求学習を支援し，前述した問題点を
解消することを目的としている．そのため以下の機能を実装した． 
(1) 探求学習における学習履歴と学習目標を管理するための機能 
探求学習では，学習に利用したコンテンツを学習者個々の最終目標の中に位置づけることが重
要となる．従来のような個別にコンテンツを管理する方法では学習内容ごとの関連性が見えにく
く，学習の効率も悪くなる．そこで本研究では，学習者が自身の学習履歴を管理するとともに学
習目標を明確にするための支援として，学習フォルダ機能を提供する．学習者は個別に学習フォ
ルダを構築することができ，学習フォルダ上で学習に利用したコンテンツを管理することが可能
となる．学習フォルダにおけるフォルダ名，フォルダの階層構造といった情報は学習者の目標を
示しており，コンテンツを登録することで学習フォルダは学習履歴そのものとなる． 
(2) 学習履歴と学習目標の見直しを促すための機能 
学習フォルダを構築しただけでは，コンテンツ分類の不適切さや学習項目の見落としに気づか
ない可能性がある．そのため，コミュニティ内の集合知を利用して未学習の項目名を推薦する機
能や，自身と目的の近い学習者の学習フォルダの閲覧を促す類似学習者推薦機能を提供する． 
(3) 学習の目的や意図を考慮したコンテンツ推薦機能 
学習履歴を管理するだけでなく，探求学習そのものを継続，発展させるための支援として，集
合知を用いて現在の学習内容に関連するコンテンツの推薦を行う． 
評価実験を行った結果，これらの学習支援機能の有用性が示された． 
 
